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臨
時
福
祉
給
付
金
等
給
付
事
業
に
よ
る

増
額
補
正
な
ど
合
わ
せ
て
４
億
４
６
７
２

万
７
千
円
の
補
正
と
な
り
ま
す
。

会　派　名（※） 深谷同志会 深政 深和会 公明党 共産党 彩新 深成会
審
議
結
果

議  員  名

議  案  

⻆
田
　
義
徳

茂
木
　
一
郎

富
田
　
　
勝

武
井
　
伸
一

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

加
藤
　
利
江

吉
田
幸
太
郎

倉
上
　
由
朗

髙
田
　
博
之

新
井
　
　
清

仲
田
　
　
稔

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

中
矢
　
寿
子

清
水
　
　
修

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

村
川
　
徳
浩

田
島
　
信
吉

為
谷
　
　
剛

石
川
　
克
正

松
本
　
政
義

水道事業給水条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

指
定
管
理
者
の
指
定

深丘園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

深谷市総合健診センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

深谷グリーンパーク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

花園就業改善センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

川本サングリーンパーク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

仙元山公園等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

深谷市民文化会館等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平
成
28
年

一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

「米政策改革」に対する稲作農家の不安を払拭
し経営の安定と担い手経営の再生産の確保を
求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

安心な社会保障と強い地域経済を構築するた
めの地方財政措置を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※会派名は、共産党は日本共産党、深政は深政クラブ、彩新は彩新連合です。
※議長は可否同数のみ採決に参加します。
※○は賛成、×は反対、欠は欠席です。

12 月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載）

28
年
度
補
正
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク

障
害
者
支
援
事
業

Q
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
数
は
。

A
平
成
24
年
度
は
２
カ

所
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
11
事
業
所
で
あ
る
。

児
童
福
祉
法
の
改
正
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
間
企
業

も
参
入
で
き
、
増
加
と
な

っ
た
。

Q
数
は
足
り
て
い
る
の

か
。

A
昨
年
度
同
時
期
の
比

較
で
、
人
数
で
約
43

％
、
利
用
回
数
で
約
74
％

の
増
加
で
あ
る
。
こ
れ
で

充
足
し
た
と
は
考
え
て
い

な
い
。

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
交
通

等
遺
児
就
学
支
度
金

給
付
事
業

Q
対
象
者
数
は
。

A
一
件
３
万
円
で
、
小

学
生
が
６
人
、
中
学

生
が
６
人
の
合
計
12
人
を

予
定
し
て
い
る
。

農
業
施
策
推
進
事
業

Q
県
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
型
産
地
づ
く
り
支

援
事
業
の
、
埼
玉
産
直
セ

ン
タ
ー
の
玉
ね
ぎ
部
会
へ

の
補
助
金
６
０
０
万
円
は

事
業
費
の
何
割
か
。

A
事
業
費
は
１
３
９
１

万
３
３
８
０
円
。
２

分
の
１
が
補
助
金
対
象
で
、

上
限
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

請
願
の
審
査
結
果

 

請
願
第
12
号
（
採
択
）

「
米
政
策
改
革
」
に
対
す

る
稲
作
農
家
の
不
安
を
払

拭
し
経
営
の
安
定
と
担
い

手
経
営
の
再
生
産
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書
提
出
へ

の
請
願

　

公
明
党
深
谷
支
部

　
　

地
区
女
性
委
員

根ね

岸ぎ
し　

清き
よ

子こ

請
願
第
13
号
（
採
択
）

安
心
な
社
会
保
障
と
強
い

地
域
経
済
を
構
築
す
る
た

め
の
地
方
財
政
措
置
を
求

め
る
意
見
書
提
出
へ
の
請

願
　

公
明
党
深
谷
支
部

　
　

地
区
連
合
会
長　

坂さ
か

井い　

泰や
す

博ひ
ろ

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員吉よ

し

澤ざ
わ　

正ま
さ

則の
り

新あ

ら

い井　

和か
ず

子こ

小こ

暮ぐ
れ　

利と
し

明あ
き

（
敬
称
略
）

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質 問 項 目 一 覧
○加藤　利江
　①予算と政治責任について
○石川　克正
　①水道料金改定について
　②なぜ災害対策本部は機能しないのか
○吉田　幸太郎
　①コスモス街道コスモスの花育成
　　活動
○清水　修
　①ごみ減量・資源リサイクル事業
　　について
　②低空飛行の問題について
　③要望書に対する市の対応について
○佐久間　奈々
　①新庁舎建設について
　②花園ＩＣ拠点整備プロジェクト
　　について

○三田部　恒明
　①財務戦略について 
　②子育て支援策の拡充について
○茂木　一郎
　①深谷市の健康づくりの取り組み

について
○為谷　剛
　①通学路の交通安全確保について
○中矢　寿子
　①災害時における避難所運営につ

いて
　②協働推進部について
○⻆田　義徳
　①地域経済の活性化について
　②生命を守る施策について
○村川 徳浩（ミルクおやじ）
　①公共施設に設置されている太陽

光発電設備について

○鈴木　三男
　①国保の減免制度について
　②国保税の滞納について
　③就学援助について
○清水　健一
　①農業支援・振興策について
　②教育について
○五間　くみ子
　①学校給食行政について
　②防災対策について
○田島　信吉
　①公共施設建設と防災について
　②新川本公民館等複合施設の建設
　　について
　③深谷市川本の文化施設と防災を
　　考える会からの要望について

（通告順）

予
算
と
政
治
責
任
に
つ
い
て
問
う

市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
評
価
を
踏
ま
え
て
予
算
を
編
成
し
て
い
る

加か

藤と
う

　
利と

し

江え

Q　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で「
予
算
編
成
」

こ
そ
、
政
策
優
先
順
位
を
具
体
化
す
る
も

の
。
そ
の
認
識
に
つ
い
て
。

A　

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効
活
用

す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
、
議
会
に
て

審
議
、
議
決
さ
れ
て
お
り
、
適
切
で
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

Q　
「
予
算
執
行
」は
、
当
該
年
度
に
お
け

る
政
策
の
実
行
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
認
識

に
つ
い
て
。

A　

予
算
の
執
行
結
果
で
あ
る
決
算
に
つ

い
て
、
議
会
に
お
い
て
、
決
算
認
定
を
受

け
て
お
り
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

—

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ

　
　

ク
ト
に
あ
て
は
め
た
場
合
の

　
　
　

予
算
執
行
責
任
に
つ
い
て—

Q　

市
民
生
活
向
上
の
た
め
多
く
の
政
策

課
題
の
中
か
ら
本
事
業
を
優
先
さ
せ
た
と

い
う
基
本
的
認
識
に
つ
い
て
。

A　

教
育
や
福
祉
な
ど
、
毎
年
度
必
要
な

事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
優
先

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

Q　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
誘
致
に
市
民
全
体
が

賛
同
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
慎

重
で
確
実
な
予
算
執
行
が
不
可
欠
だ
と
い

う
認
識
は
あ
る
か
。

A　

市
民
へ
の
情
報
提
供
と
丁
寧
な
説
明

に
努
め
て
い
く
。

Q　

今
年
度
予
算
の
12
月
１
日
現
在
の
執

行
状
況
と
今
後
の
執
行
見
通
し
に
つ
い
て
。

A　

今
年
度
の
予
算
執
行
率
は
約
４
・
13

％
。
今
後
は
、
農
林
調
整
の
進
捗
を
見
な

が
ら
判
断
し
、
適
切
な
時
期
に
執
行
し
て

い
く
。

〈
一
般
質
問
の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉


